
ICTが広げる子どもたちの学び

� 社会文教常任委員会

地域産業の未来を支える技術と挑戦
総務産業常任委員会

　

社
会
文
教
常
任

委
員
会
は
、５
月
18

日（
月
）
に
南
条
小

学
校
、21
日（
木
）に

坂
城
中
学
校
を
視

察
し
た
。

◆
南
条
小
学
校
で

は
、５
年
生
２
ク
ラ

ス
合
同
英
語
授
業

を
視
察
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語

指
導
講
師
）や
英
語

専
科
教
員
に
よ
る
指
導
の
も

と
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら

学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

小
学
校
の
英
語
は
、３
・

４
年
で
は「
慣
れ
」、５
・
６

年
で
は「
基
礎
力
」を
育
む
段

階
的
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、６
年
生
の
社
会
科

授
業
で
は
、
課
題
解
決
の
優

先
順
位
を
整
理
し
、
理
由
を

発
表
す
る
授
業
が
行
わ
れ
て

い
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
単
な
る
教
材
で

は
な
く
、
自
ら
考
え
意
見
を

ま
と
め
る
学
び
の
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。

◆
坂
城
中
学
校
で
は
、
英
語

及
び
国
語
授
業
を
視
察
し
た
。

　

英
語
授
業
で
は
、
来
日
予

定
の
ア
メ
リ
カ
・
プ
レ
シ

デ
ィ
オ
中
学
校
の
生
徒
へ
坂

城
町
を
紹
介
す
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
話

し
合
い
が
行
わ
れ
、
英
語
を

通
じ
て
郷
土
の
理
解
を
深
め

る
取
り
組
み
は
大
変
興
味
深

く
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

国
語
授
業
で
は「
Ｍ
ｙ
枕

草
子
」を
題
材
に
、各
自
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
創

造
的
な
作
品
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、

英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が

児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学
び

へ
の
つ
な
が
り
を
確
認
、
今

後
も
教
育
環
境
の
充
実
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

（
宮み
や

入い
り　

健た
け
し誠
）

坂城中学校

南条小学校

日精樹脂工業㈱ 本社

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会

は
、５
月
12
日（
火
）に
、産
業

振
興
や
地
域
発
展
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
視
察
を
行
っ
た
。

◆（
公
財
）さ
か
き
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
新
セ
ン
タ
ー

長
の
風か

ざ

間ま

武た
け
し

氏
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
地
域
企
業
の

成
長
や
町
全
体
の
産
業
発
展

に
対
す
る
強
い
思
い
が
感
じ

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
完
了
し
た
Ｎ

ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ
Ｚ
Ｅ
Ｂ
改
修

に
よ
り
、
年
間
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
削
減
率
82
％
を
達
成
す

る
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け
た
先

進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。今
後
、町
内

企
業
へ
の
波
及
効
果
に
も
期

待
し
た
い
。

◆
日
精
樹
脂
工
業
株
式
会
社

で
は
、
代
表
取
締
役
社
長
の

依よ

田だ

穂ほ

積づ
み

氏
よ
り
会
社
の
歴

史
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　

工
場
で
は
、
自
動
化
設
備

導
入
に
よ
る
24
時
間
稼
働
や

生
産
性
向
上
な
ど
製
造
現
場

に
お
け
る
技
術
革
新
の
説
明

を
受
け
た
。

　

ま
た
、
地
元
建
築
業
者
か

ら
出
る
廃
材
を
活
用
し
た
生

分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
開

発
・
活
用
な
ど
環
境
負
荷
の

低
減
と
資
源
循
環
に
向
け
た

取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い

た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
坂

城
町
に
は
高
い
技
術
力
を
持

つ
企
業
と
産
業
支
援
基
盤
が

整
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
た
。
脱
炭
素
化
や
資

源
循
環
へ
の
取
り
組
み
も
進

め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
行

政
・
企
業
・
研
究
機
関
が
連

携
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

地
域
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。            

（
星ほ
し　

哲て
つ

夫お

）

委
員
会
報
告
（
閉
会
中
の
調
査
）
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４
月

2・8・15日	広報発行対策特別委員会
13日	 議会運営委員会
15日	 千曲市議会視察来町
17日	 長野広域連合議会運営委員会
20日	 議会全員協議会／坂城駅周辺活性化特別委員会
24日	 長野広域連合議会定例会、県外視察
27日	 町例月現金出納検査

５
月

1・15日	議会運営委員会
12日	 総務産業常任委員会(閉会中の調査)　
13日	 上田地域広域連合議会代表者会
18・21日	社会文教常任委員会(閉会中の調査)
20日	 議会全員協議会
21日	 町土地開発公社理事会
22日	 議会運営委員会
23日	 第21回ばら祭り開祭式　　　
25日	 上田地域広域連合議会臨時会
26日	 全国町村議会議長会議長・副議長研修会
27日	 町例月現金出納検査
28日	 (公財)さかきテクノセンター理事会
29日	 ６月議会定例会（〜6/12日）／総務産業常任委員会
30日	 町内小学校運動会

６
月

1日	 第49回町民まつり実行委員会
4日	 町都市計画審議会
10日	 議会全員協議会／総務産業・社会文教常任委員会
12・19日	議会運営委員会
16日	 (公財)さかきテクノセンター評議員会、
	 NealyZEB改修実績報告会
17日	 広報発行対策特別委員会
24日	 町例月現金出納検査／広報発行対策特別委員会

／坂城駅周辺活性化特別委員会　

議 会 日 誌 （主な活動）

　政務活動費は、町政に関する調査研究等に資するために必要な経費の一部として、地方自治法の規定に基
づき条例の定めるところにより交付されるものです。（月額５千円、年額６万円）
　政務活動費の交付を受けた議員は、収支報告書を作成し領収書を添付のうえ、年度終了後、議長に提出し
なければなりません。年間の交付額を上回った場合は、議員の個人負担となり、残金が生じた場合は町に返
還します。
　令和７年度政務活動費の収支報告は、以下のとおりです。

　１ 交付額　　780,000 円（60,000円×13名）
　２ 支　出

 　３ 残　余（返還額）　　0円

政 務 活 動 費 収 支 報 告

項　目 支 出 額 （円） 備　考
調 査 研 究 費 27,500 調査研修・視察
研　 修　 費 207,350 研修会参加等
広報・広聴費 63,780 議員活動の広報
資 料 購 入 費 675,694 参考図書等
合 　 　 　 計 974,324

支出額合計は議員から報告のあった支出総額です。
そのうち、政務活動費交付対象額は780,000円です。

令和8年度町村議会議長・副議長研修会

坂城駅周辺活性化特別委員会

　5月26日㈫東京国際
フォーラムにて、全国
町村議会議長会主催に
よる研修会が開催され
ました。
　研修会には、全国か
ら約2,000名の町村議
会議長及び副議長等が
参加し、①地方創生の先行き②人口減少社会にお
ける外国人材の確保・育成の実践③男女共同参画
で地域を元気に④女性模擬議会の取組を拝聴し、
人材不足や人手不足を補う考え方について学びま
した。

　6月24日㈬委員会では、鉄の展示館や坂城駅周辺
の活性化のため、中心市街地街並み整備等検討状
況について事業調査を行いました。
　鉄の展示館周辺の経過や土地の整備・活用状況
など、担当職員より説明を聞きながら現地を確認
しました。坂城駅周辺では、近年新規店舗開業や新
しいイベントによる集客が増しています。今後も

議会として関わ
り、観光、商業、
交流及び防災な
どの多面的な利
活用と活性化に
向けて検討して
いきます。
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